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と，ここまで書いたところで，10日土曜日の朝，↑

のような新聞記事に出会いました。

先日，ここに書かれている水俣病歴史考証館の永野

さんという方にお会いする機会がありました。そのと

きにいただいた本をみなさんに紹介しようと思い，全

体学習に持っていってたのですが，時間がなくてでき

ませんでした。

実はその本には，福島の高校生のことが書かれてい

ました。「水俣と福島？」と思う人も多いかもしれま

せん。でもあの原発事故のあと，福島の方が水俣に学

びに来ることが増えたのだそうです。水俣を案内する

と，「わかります！」「今まさに福島がそう！」と，

表情が変わっていくことがあるのだそうです。「結婚

できるのか」「子どもを産めるのか」そんな悩みを抱

えながら話を聞く高校生のなかには，目をそらさず，

真剣そのものの目力で迫ってくる女の子，泣き出す女

の子もいたそうです。

「修学旅行の時，『放射能かぶってるんじゃない？』と言わ

れショックだった」

「私の地元は原発から５㎞のところで震災から３年。まだ

一度も帰れていません。除染もまったく進んでいないのが

現状です。目に見えないものはとてもこわい。放射能も目

に見えないし，流れている情報も本当なのか分からない

まま毎日を過ごしている」

「私の親は原発で働いている。でも誰にも言えないでい

る。差別されるんじゃないかって思うから。でも頑張って乗

り切りたい」

こんな福島の高校生の思いは，そっくり水俣病患者

の思いと重なるのだそうです。本の一節の最後は，こ

う締めくくられていました。

「私は今回の事故の直接の当事者ではないけれど，水俣

や自分と重ね，またそれぞれの選択をした方やその子ど

もの話を聞き，それぞれが苦 渋 の選択をしていることを
く じゆう

感じています。」

(「みな，やっとの思いで 坂をのぼる」永野三智)

私自身，水俣病は昔のことだと思っていました。で

もそれは大きな間違いで，今も，全国で起きている，

現在進行形の事件だということです。

みな，差別に怯えます。では差別をするのは誰か。

無関心な私です。関心を寄せ，いろんな現実に学べば，

差別はしなくなるように思うのです。つまり，差別は

限りなくなくしていけるのではないかと思うのです。

「生きる」とは互いの価値を認め合うこと
■私は，今日の人権学習で特に印象に残っているの

は，最後の「生きるとは何か」についてです。私が思う

「生きる」は，互いの価値を認め合うということだと思い

ます。理由は主に２つあります。

１つめは，犯罪を犯してしまった人などにも心がある

ということです。「あの人嫌い」「いなくなればいいのに」

って思ってしまうのは人間だから仕方ないと思うんで

す。だからといって人を傷つけたりするのは絶対にいけ

ないことだけど，私はその気持ちを持ってしまうのも「生

きる」ということだと思いました。

２つめは，自分にも生きる価値があると思えるような

人に，皆がなれるといいからです。世界には，生きてい

ることに不安を感じる人，生きるのがつらい人，たくさん

いますよね。それって，その人が不安になるような行

動，言動を自分たちがしてしまっているからだと私は思

います。だから私は，なるべく言葉に気をつけるように

しています。私は皆が楽しく生活できるよう，自分から

行動しようと思います。 (６組ＫＨ)

罪を犯した人の人権についても考えなければなりま

せん。だから，「心がない」という発言を聞いたとき，

私自身，「ん？」と思ったものの，同時に私に湧きあ

がってきたのは，犯罪による被害者の感情です。

もし，自分が親として，幼い我が子が何かの犯罪に

巻き込まれ，命を奪われてしまうようなことがあれば，

もうそれは悲しくて切なくて悔しくて，相手のことを，

「殺してやりたい，死んでほしい，生きててほしくな

い，同じ思いを味わわせてやりたい」と思ってしまう

ような気がするのです。その感情はどうしようもあり

ません。どうしようもありませんが，だからといって

実際の行動に移すわけにもいきません。本当に苦しい

葛藤を抱えるように思います。
かつとう



多くの国では死刑制度が廃止されていますが，日本

には死刑制度があります。そんな被害者感情を受けた

ものかもしれません。でもこれは，合法的に国が人を

殺すシステムでもあります。だから，今の日本では罪

を犯せば罰せられ，死刑になることもあります。でも

死んでしまえば，どうしてそのような罪を犯してしま

ったのか，その原因は永遠に闇の中に消えたままにな

ってしまいます。

生まれてすぐの赤ちゃんに極悪人はいません。どん

な極悪人にも，「心」はあったはずです。生きていく

過程のなかで，そうなってしまったと考えるのが自然

だと思います。犯罪者の幼いころを知る人からすれば，

あんないいところもあったのに，こんな笑顔も見せて

いたのに，と思うのではないでしょうか。もし，自分

の身近で大切な人が犯罪を起こしてしまっても，自分

は死刑を受け入れることができるでしょうか。合法的

であれば，人を殺すことは許されるのでしょうか？私

はすごく悩みます。

そんなことに少しでもならないような社会，人間関

係を，今，教室につくっていく。それが，「２つめ」

なのですね。私は，「ありがとう」と言いたい。それ

は，私自身，生きることが苦しくて，つらくて，消え

てしまいたくて，どうしようもない時期があったから

です。そのときは，ちょっと突かれたら，すぐに涙が

こぼれそうな状態で毎日過ごしていました。息をする

のも苦しくて，気持ちはずっとうつむいてばかりでし

た。生きていれば，誰しもそういうときはあるのかも

しれません。そんなときに，相談できる，一言でも悩

みを打ち明けられる，そんな関係をつくっていける自

分づくりを，みなさんにはしてもらえたらなと思いま

す。

ち な み

に，先の発

言をした人

の授業後の

感想です。

「確かにそう

だなと，違う

意見を理解

す る こ と が

できました。他人の意見を取り入れて，たくさん話をする

からこそ，人権学習はいいと思います。これからも今日の

ように人権学習をしていきたいと思います。」

間違った意見や，おかしいなと思う意見が出たとき，

大人や先生が，「それは間違ってる」と反論する場面

に出くわしたことがあります。でもそれは，せっかく

言った中学生を全否定してしまってる気がして，嫌な

気分になったものです。中学生ですから間違うことは

ありますが，全否定になることなく，本人が自ら気づ

いて軌道修正できるような道はないのだろうか，と思

います。

一方で，「それは違うと思うんだけどなー」という

気持ちをグッと堪えながら中学生の発言を見ているう

ちに，言った人を否定することなく，自分の考えを発

言することを通して，いつの間にかその人の考えが変

わっていく，という場面を何度も見てきました。その

たびに，この学習，語り合う学習の凄さを感じるので

す。人が変わるきっかけは何でもいいのかもしれませ

ん。でも，「自ら気づく」に勝る変容はないように思

います。そんな変容があるから，この時間はおもしろ

いし，意味があるし，必要だと思うのです。「語り合

う」ことの可能性が，そこにあるのだと思います。

気づいてなかったことに気づく
■今回の防災学習で，あらためて考え方は人それぞれ

だなと思いました。「二つのふるさと」について一番心に

残ったのは，最後の「生き方」のところです。人によって

価値観が違うと言っていた人がいて心に残ったけど，

価値観が違うのは当たり前なことだと思います。でも，

その当たり前を当たり前だと思わない人がいるから，人

を取り残すことになってしまうのだと思います。

そして，人と別れることを考えるところで，自分にも別

れを告げないといけない時がいつかはくるんだと思う

と，すごく怖いです。これまで卒業式などを経験してき

て，会えないと思わなかったから，つらく思わなかった

んだと分かります。いつか会おうと言って別れるけど，

先生の言う通り，いつか会える別れだけではないことを

経験していくからこその人生だと思うんです。だから防

災と人権を一緒に照らし合わせて考えることを大切にし

てきたいです。そして生活の中での当たり前に必要性

を求めて生きていくことに目を向けたいです。簡単に言

えるけど，実行は難しいので，まずは当たり前から考え

ていきたいです。 (２組ＯＮ)

価値観が違うのは当たり前。当たり前のことなんだ

けど，それが認められなくなることがあります。だか

らおかしなことになってしまうのでしょうね。それぞ

れの価値観は，それぞれの価値観でいい。人の命や幸

せを奪わないものであれば。

先日，お世話になった方に，お礼にと贈り物をしま

した。大好きな柿の詰め合わせを一箱。贈ったときは，

美味しいだろうな，喜んでくれるかな，と満足な気分

に包まれていました。でもしばらくして思うのです。

「もし好きでなかったらどうしよう…」

「この柿は美味しいからきっと喜んでくれるに違い

ない」という勝手な思い込みの価値観で，人にモノを

押しつけてしまいました。喜んでくれるかもしれませ

ん。でももしかすると，迷惑になったかもしれません。

それは相手にしか分からないものです。そう思うと，

すごく不安な気持ちになりました。だからせめて，満

足な気分は封印して，「お口に合うかどうか分かりま

せんが…」という謙虚な気持ちでいようと思うことに

しました。

大げさな

ことでなく

ても，似た

ようなこと

なら身近に

あるのでは

ないでしょ

うか。「これ

絶対美味し

いけん！」とか「これ絶対面白いけん！」と言ってる

場面に出くわすことがあります。言うこと自体は悪く

ないのでしょうが，しつこくならないことですかね。

しつこく，ねちっこいのは嫌われるもとです。お互い

気をつけましょう。 (12号につづく)


